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【資料】 

平 成 30 年 ４ 月 27 日 

 

浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・第 86 報） 

 

「浜岡原子力発電所の安全確保等に関する協定（以下「４市協定」という。）」

に基づき、発電所から半径 10km 圏内で実施している発電所周辺の環境放射能調

査についてお知らせします。 

平成 30 年３月 29 日付けの前回の報告以降、下記の測定項目の一部において

過去の変動幅（特に断りのない限り、東京電力㈱福島第一原子力発電所の事故

（以下「東電事故」という。）発生前の過去 10 年の最小値と最大値の範囲）の

上限を超過しましたが、浜岡原子力発電所の影響ではなく、調査の結果、東電

事故の影響が原因であると推定しました。 

なお、東電事故以降平成 28 年度までの間の最小値と最大値の幅である「震災

後の変動幅」を併記した項目があります。 

 

記 

 

１ 測定結果（表中の括弧内の数値は検出下限値を表す） 

(1) 海水（御前崎市内、2/8 採取） 

表１                         単位：mBq/L 

採取地点 測定機関 134Cs 137Cs 

監視センター 
検出されず 

(3.4) 

4.6±1.2 

(3.6) 3 号機及び 4 号

機放水口付近 
中部電力㈱ 

検出されず 

(3.8) 

検出されず  

(3.2) 

監視センター 
検出されず 

(3.1～3.5) 

検出されず 

(2.7～3.2) 周辺海域 

（9 地点）※ 
中部電力㈱ 

検出されず 

(3.2～3.6) 

検出されず～3.9 

(2.3～3.2) 

過去の変動幅 検出されず 検出されず～4.1 

震災後の変動幅 検出されず～4.5 検出されず～6.1 

 

※ 菊川河口、高松沖、尾高漁場、中根礁、御前崎港、浅根漁場、1,2 号機放

水口付近、取水口付近、5 号機放水口付近の計 9 地点です。（菊川河口、高松

沖、尾高漁場、御前崎港、3 号機及び 4 号機放水口付近並びに 5 号機放水口

付近については、監視センター及び中部電力㈱の両測定機関で測定を実施し

ています。） 
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(2) 松葉（御前崎市：3/2 採取、浜松市 3/7 採取） 

表２－１ 浜岡原子力発電所周辺（御前崎市３地点）  単位：Bq/kg 生 

採取場所 測定機関 134Cs 137Cs 40K 

御前崎市 

池新田 
中部電力㈱ 

検出されず 

 (0.034) 

0.157±0.009 

(0.027) 

53.9±0.5 

(1.4) 

御前崎市 

白 砂 
中部電力㈱ 

検出されず 

(0.041) 

0.094±0.009 

(0.028) 

72.4±0.6 

(1.8) 

監視センター 
検出されず 

 (0.014) 

0.14±0.01 

(0.039) 

58.6±0.6 

(1.7) 御前崎市 

平場前 
中部電力㈱ 

検出されず 

 (0.041) 

0.12±0.01 

(0.030) 

78.7±0.6 

  (1.8) 

過去の変動幅 検出されず 検出されず～0.22 

震災後の変動幅 
検出されず～

41.1 
0.064～44.3 

（自然放射性核種）

 
表２－２ 対照地点（浜松市１地点）                 単位：Bq/kg 生 

採取場所 測定機関 134Cs 137Cs 40K 

監視センター 
検出されず 

(0.16) 

0.092±0.010 

(0.030) 

77.6±0.7 

(2.0) 浜松市 

田 尻 
中部電力㈱ 

検出されず 

(0.048) 

0.064±0.010 

 (0.031) 

82.1±0.7 

(2.0) 

過去の変動幅 検出されず 検出されず～0.10 

震災後の変動幅 
検出されず～

60.9 

検出されず～

69.4 

（自然放射性核種）

 

(3) 浮遊塵（採取期間：2018/3/1～2018/4/1） 

表３                                                   単位：mBq/m3 

採取地点 測定機関 134Cs 137Cs 7Be(参考) 

御前崎市 

白 砂 
監視センター

検出されず 

(0.0089) 

検出されず 

 (0.0089) 

6.9±0.1 

(0.32) 

御前崎市 

中 町 
中部電力㈱ 

検出されず 

(0.0099) 

検出されず 

 (0.0073) 

5.55±0.08 

(0.24) 

御前崎市 

平 場 
監視センター

検出されず 

(0.008) 

検出されず 

 (0.0083) 

7.3±0.1 

(0.27) 

牧之原市 

地頭方小学校 
中部電力㈱ 

検出されず 

(0.012) 

検出されず 

 (0.0089) 

5.63±0.09 

(0.32) 

過去の変動幅※ 検出されず 検出されず 

震災後の変動幅 
検出されず～

7.78 

検出されず～ 

8.21 

(自然放射性核種)

※ 平成 14～22 年度の測定値の最小～最大の範囲です。 
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(4) 上水 （採取日：3/2 採取、採取地点：御前崎市２地点） 

表４                         単位：mBq/L 

採取地点 測定機関 134Cs 137Cs 40K 

監視センター 
検出されず 

(0.87) 

検出されず 

(0.80) 

25±3 

(9.3) 御前崎市 

市役所 
中部電力㈱ 

検出されず 

(1.1) 

検出されず 

(0.75) 

25±4 

(13) 

御前崎市 

新神子 
中部電力㈱ 

検出されず 

(1.2) 

検出されず 

(0.84) 

26±5 

(15) 

過去の変動幅 検出されず 検出されず 

震災後の変動幅 検出されず 検出されず 
（自然放射性核種）

 

(5) 井水（採取日：3/2 採取、採取地点：御前崎市塩原新田） 

表５                         単位：mBq/L 

採取地点 測定機関 134Cs 137Cs 40K 

御前崎市 

塩原新田 
中部電力㈱ 

検出されず 

 (1.3) 

検出されず 

(1.1) 

78±7 

(21) 

過去の変動幅 検出されず 検出されず 

震災後の変動幅 検出されず 検出されず 
（自然放射性核種）

 

(6) 河川水（採取日：3/2 採取、採取地点：御前崎市３地点） 

表６                         単位：mBq/L 

採取地点 測定機関 134Cs 137Cs 40K 

御前崎市 

合戸 

（御手洗川） 

中部電力㈱ 
検出されず 

(1.2) 

検出されず 

(0.83) 

134±8 

(24) 

監視センター 
検出されず 

(1.2) 

検出されず 

(1.1) 

103±8 

(24) 
御前崎市 

大兼 

（新野川） 中部電力㈱ 
検出されず 

(1.2) 

検出されず 

(0.99) 

104±7 

(22) 

御前崎市 

洗井 

（筬川） 

中部電力㈱ 
検出されず 

(1.5) 

検出されず 

(1.1) 

127±9 

(26) 

過去の変動幅 検出されず 検出されず 

震災後の変動幅 
検出されず 

～2.3 

検出されず 

～2.8 

（自然放射性核種）
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 (7) 玉ねぎ（牧之原市、3/15 採取） 

表７                       単位：Bq/kg 生 

採取場所 測定機関 134Cs 137Cs 40K 

監視センター
検出されず 

(0.0079) 

検出されず 

(0.0066) 

35.5±0.2 

(0.65) 
御前崎市合戸 

中部電力㈱ 
検出されず 

(0.0090) 

検出されず 

(0.0071) 

36.0±0.2 

(0.58) 

過去の変動幅※ 検出されず 検出されず 

震災後の変動幅 
検出されず～

0.032 

検出されず～

0.049 

(自然放射性核種) 

※ 平成 16～22 年度の測定値の最小～最大の範囲です。 

 

＜参考＞ 

原子力規制庁委託の環境放射能水準調査の降下物 

（採取期間：2018/3/1～2018/4/1、採取地点：静岡市葵区） 

表８                       単位：Bq/m2 

測定機関  134Cs 137Cs 40K 7Be(参考) 

監視センター 
検出されず 

(0.062) 

0.11±0.016 

(0.049) 

検出されず 

 (1.4) 

240±1.2 

(3.5) 

 

 

 

２ 原因調査 

平成 29 年度環境放射能調査結果の評価方法に基づき、上限超過事象に影響

を与えると考えられる項目について調査を行いました。 

(1) 測定系及びデータ伝送・処理系の健全性 

(2) 降雨等による自然放射線の変化による影響 

(3) 前処理・測定の妥当性 

(4) 核爆発実験等の影響 

(5) 統計に基づく変動の検討 

(6) その他 

 

３ 原因の推定 

浜岡原子力発電所は、平成 23 年５月から運転停止中であること、また、排

気筒や放水口モニタ等の測定値にも変化が見られないことから、浜岡原子力

発電所からの影響ではないと考えられます。原因を調査した結果、前処理や

測定系等に問題は認められず、過去の核爆発実験等の影響に東京電力㈱福島

第一原子力発電所から放出された放射性物質の影響が加わったものと考えら

れます。 


